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平成２２年１２月１４日 

 

 

平成２２年度継続事業に関する継続評価書 
 

 

研究機関 日本電信電話（株）、日本電気（株）、富士通（株）、三菱電機（株） 

研究開発課題  超高速光エッジノード技術の研究開発 

研究開発期間  平成 ２２ 年度 

代表研究責任者  松岡 伸治 

 

 

 

■ 総合評価 ： 適 

■ 総合評価点 ： ３８点 

（総論） 

引き続き研究開発を推進することが適当。 

全体的には大きな問題がないと思われる。 
 

（コメント） 

  当初計画よりも前倒しで研究開発が進んでおり、今後の計画も十分達成可能なレベルであ

ることから、このまま研究開発を推進することが望まれる。 

  H２２年度の現時点での研究発表数が当初計画よりも極めて少ないことから、今後の積極的

な国内外での外部発表を強く期待する。 

  平成２２年度の実施内容・達成内容については高く評価できる。 

  平成２２年度追加分については、大きな問題は感じないが短期間での実施のため検討内容

への充分な検討と費用の用途を検討の上、進められることが望まれる。同様に、期間短縮の

ため海外特許取得に関しては件数が大幅に減らざるを得ないが、平成２３年度以降も戦略的

に国際標準化も含めて取組んでいかれることを望む。 
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（１） 当該年度における研究開発の目標達成（見込み）状況 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ａ 

評 価 点 ：   ９点 

（総論） 

計画通りの成果が得られ、一部に進歩的な成果等が認められる。 

全体の計画を基本的に目標到達しつつ、一部は２３年度前倒し分を達成しており良好に達成さ

れていると思われる。 

 

（コメント） 

 すべての研究開発目標が当初の予定通り達成されている。 

 一部の研究開発項目では実証実験に加え、論文等による外部発表もあり、新規性の高い研究が遂行され

ていることが伺える。 

 複雑な制御方式や RTL 検証、ハードウエアの検討を実現しており、非常に良好に進んでいると評価でき

る。 

 

 

 

（２） 当該年度における研究資金使用状況 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ａ 

評 価 点 ：     ７点 

（総論） 

予算計画書等に則り、効率的かつ適正な執行が行われている。 

充分に活用していると思われる。 

 

（コメント） 

 全体的に見て適正な執行が行われている。 

 管理運営面での工夫については見受けられなかった。 

 特に問題はないと思われる。 

 NTT の統合デジタル信号処理機能部の試作に予定よりも大目にかかっているが、中核的な部分でもあり

ある程度は許容できると個人的には考える。ただし、その結果、他者の取り組みを圧迫していないかが気

になるが、目標を達成していることから問題は顕在化していないと考えられる。 
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（３） 研究開発実施計画 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ａ 

評 価 点 ：   ８点 

（総論） 

実行可能かつ効率的な計画である。 

平成２２年度内に２３年度までの当初計画内容を前倒しで達成する目標については、非常に意

欲的に感ずる。 

 

（コメント） 

 動作確認の項目は十分実行可能と思われる。 

 試作実証の項目は期間内に試作が完了して実証実験が完了できるかどうかが不明。 

 当初達成目標が１年前倒しで進められていること自体は高く評価できる。 

 気になるとすれば、統合デジタル信号処理機能部のウエートが非常に高く、また目標性能を達成するの

に充分な期間かどうか、である。その点は試作の検証結果を充分に解析し、再試作に臨まれると思うが、

期間にとらわれるあまり見落としがないように望む（これは実施企業のみの責務ではなく、状況により来年

度以降にも継続の可能性を検討することも必要であろう）。 

 

 

 

（４） 予算計画 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ｂ 

評 価 点 ：   ６点 

（総論） 

おおむね、効率的な予算計画が組まれており、積算額も妥当である。 

妥当な予算の範囲と思われる。 

 

（コメント） 

 実施内容から考えると、統合デジタル信号処理機能部の試作と検討がある以上、妥当ではないかと個人

的には思っている。 

 ただし、平成２２年度の実施期間・費用と２２年度追加分の期間・費用を比べると、追加分の密度が濃いと

考えられる。（３）と同様、短い期間で充分に効果的な使用を望む。 

 海外出張旅費がほとんど計上されていないが、自己負担の範囲でも積極的に国際会議等で成果を発表

することが必要である。 
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（５） 実施体制 

 （SABCD の５段階評価） ： 評価Ａ 

評 価 点 ：   ８点 

（総論） 

適切な実施体制が組まれており、計画通りの事業進捗が見込まれる。さらに、一定の工夫が認

められ、合理化・効率化等が図られていると認められる。 

 

（コメント） 

 世界的に見てこの分野のトップクラスの研究者によって構成されている。 

 研究開発アドバイザリ委員会を設置し、外部識者による運営の見直し体制が確立されている。 

 平成２２年度実施体制を基本に取組まれるのが妥当と思われる。 

 

 


